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は じめに

上顎歯列 と下顎歯列 の間に咬合接触関係 の異常があ ると,顎関節部 に疼痛 ,

雑音,開 口障害 な どの異常症状 を呈す ることが多 い.い わゆ る顎関節症 と呼ば

れ る疾病 であ るが, しか しそのよ うな歯科的異常症状 を示す ことな く,自 覚症

状 と して頭痛 ,肩 こり,頸腕症候群様の症状 お よび自律神経失調症様症状 な ど

の,全身的な不定愁訴 を訴 え,他覚的に姿勢異常 を呈す る疾患があ る .

われわれ は この疾患 を 「咬合 関連症候群 」 と命名 して診断,治療 ,病因,病

態の研究 を行 い,東 日本臨床整形外科学会
(2,3,4,5),老

年歯科 医学会
(6)ぉ

よび全身咬合学会
(7,8)な どにおいて,二次元測定法 ,自・ 他覚症状 ,治療法 ,

治療成績 および発症の メカニズムな どにつ いて詳細 に報告 した。

本症候群の発症原因 は,異常咀唱運動 に由来す る異常下顎位 に起因す るもの

であるか ら,治療 と して は下顎 を患者本来 の正 しい顎位 に修正す ることによ っ

て治癒す るもであ る .

下顎 を正 しい位置 に戻すためには,客観的 に顎位 を測定・ 記録す る必要があ

るが,従来 その方法がなか ったので,新 しい観点か ら著者吉 田は独 自に 「下顎

位二次元記録測定法」 (以 下三次元測定法 と略す)(1)を 開発 した。 その結果

客観的 に下顎位 を表現す ることが可能 とな り,的確 な診断 と治療が容易 とな っ

たので,「 咬合 関連症候群」 と診断 され,二次元測定法 に基 いて治療 し,治癒

す る患者が増加 した .

全身的不定愁訴 を訴 え,多方面 にわた る医科 的治療が奏効 しない もので,当

科で治療 を受 け,治癒 した 「咬合関連症候群 」患者の紹介 によ り,当研究所 を

訪れ る者が次第 に増加 した .

綿密 な診察 の結果,咬合関連症候群 と診断 された もののみに治療 をお こな っ

て いるが,そ の年齢構.成 も極 めて幅広 くな った .

以前 は歯科 を受診す る若年者 の患者 は,嬌蝕 (虫 歯 )に よる ものや ,歯 列

不正が多 か ったが,最近 にな って,若年者 には無縁 の もの と思 われ る中高年齢

者特有 の症状 であ る易疲労性,肩凝 り,腰痛 な どの訴 えを持つ ものが次第 に増

加 して いる.こ れ ら若年患者 の訴 えをさ らに検討 した ところ,全例 に 「姿勢異

常 」に加 えて社会問題 とな って いる不登校傾 向者が意外 に多 い ことに気付 いた .

ここで は学童のみで は症例数が少 ないので,小学生か ら大学生 までの若年者 に

つ いて述べ ることにす る .

I 症例

年齢 は 6歳 よ り21歳 までの,男性 14名 ,女性 H名 ,計 25名 であ る .
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